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戦
国
期
下
総
海
上
氏
の
展
開
と
動
向

―
一
族
・
家
中
・
領
域
支
配
―

石　
　

渡　
　

洋　
　

平

は
じ
め
に

　

戦
国
大
名
と
「
国
衆
」
の
関
係
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
課
題
は
、
現
在
の
戦
国
史
研
究
に
お
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題

の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
動
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、「
国
衆
」
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
括
し
、
現
段
階
に
お
け
る
到
達
点
と
課
題
を
明

確
に
す
る
論
集
が
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、こ
の
よ
う
な
「
国
衆
」
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
、総
括
を
行
な
う
段
階
に
な
い
「
国
衆
」
に
つ
い
て
は
、

個
別
的
な
検
討
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
下
総
国
の
国
分
氏
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。

　

戦
国
期
の
国
分
氏
は
、
下
総
国
大
戸
庄
を
中
心
に
独
自
の
領
域
支
配
を
展
開
し
た
地
域
権
力
で
あ
り
、
下
総
千
葉
氏
の
権
力
構
成
の
な
か
で

「
六
党
」
に
位
置
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。「
六
党
」
と
は
、黒
田
基
樹
氏
に
よ
り
、以
下
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
六
党
」

は
「
所
領
は
ほ
ぼ
一
円
的
に
存
在
し
、
し
か
も
そ
こ
に
は
千
葉
氏
当
主
の
発
給
文
書
は
ほ
と
ん
ど
出
さ
れ
な
い
な
ど
、
か
な
り
独
自
的
な
領
域

支
配
を
展
開
し
て
い
た
存
在
」
で
、「
い
わ
ば
彼
ら
自
体
が
、
一
個
の
国
衆
、
す
な
わ
ち
領
域
権
力
と
し
て
の
性
格
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
で
あ
る
」。
た
だ
し
、「
千
葉
氏
当
主
の
直
接
的
な
軍
事
指
揮
下
」
に
あ
り
、
千
葉
氏
の
家
中
構
成
員
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
国

衆
」
研
究
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
六
党
」
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
必

（
1
）

（
2
）

（
3
）



駒沢史学83号（2014） 2

要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
国
分
氏
と
同
様
「
六
党
」
の
立
場
に
あ
っ
た
下
総
海
上
氏
（
以
下
、
単
に
海
上
氏
と
す
る
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま

ず
は
、
検
討
の
前
提
と
し
て
、
海
上
氏
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。
海
上
氏
は
、
平
安
末
期
に
両
総
平
氏
の
一
族
（
常
衡
―
常
幹
）
と

し
て
登
場
す
る
。
だ
が
、
こ
の
常
衡
―
常
幹
を
祖
と
す
る
系
統
は
源
平
内
乱
期
に
勢
力
を
失
う
。
一
方
、
千
葉
常
胤
の
六
男
胤
頼
に
始
ま
る
東

氏
の
庶
流
と
し
て
の
海
上
氏
も
お
り
、
東
胤
頼
の
孫
で
あ
る
胤
行
の
弟
胤
方
が
下
総
国
三
崎
庄
（
海
上
庄
）（
現
在
の
千
葉
県
銚
子
市
と
旭
市

の
一
部
）
を
領
有
、
海
上
次
郎
を
称
し
、
常
胤
系
海
上
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
こ
の
系
統
の
海
上
氏
は
室
町
期
に
は
鎌
倉
府
奉
公
衆
、
戦
国
期
に

は
中
島
城
に
拠
り
活
躍
す
る
。

　

海
上
氏
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
期
～
室
町
期
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
戦
国
期
に
つ
い
て
は
系
譜
関
係
・
政
治
的
動
向
・
千

葉
氏
の
権
力
構
造
内
で
の
立
場
な
ど
を
整
理
し
た
黒
田
基
樹
氏
の
研
究
、
千
葉
胤
富
の
時
代
を
中
心
に
常
陸
と
の
関
係
も
検
討
し
た
外
山
信
司

氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
の
他
、「
流
通
商
人
」
宮
内
氏
の
立
場
か
ら
、
海
上
氏
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
海
上
氏
に
関
す
る
研
究
は
豊
富
に
あ
る
の
だ
が
、
戦
国
期
に
つ
い
て
は
海
上
氏
の
発
給
文
書
や
棟
札
な
ど
の
基
礎
的
考
察
が

な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
発
給
文
書
や
棟
札
お
よ
び
記
録
類
等
、
海
上
氏
所
見
史
料
を
素
材
に
、
黒
田
氏
・

外
山
氏
ら
の
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
改
め
て
①
海
上
氏
の
一
族
、
②
家
中
の
検
出
、
③
領
域
支
配
の
様
相
の
三
点
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
検

討
す
る
理
由
は
、
戦
国
期
に
お
け
る
「
国
衆
」
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
①
は
系
譜
関
係
を

検
討
す
る
こ
と
で
、
い
か
に
し
て
地
域
権
力
が
存
続
し
て
き
た
か
を
、
②
は
戦
国
大
名
・「
国
衆
」
の
権
力
基
盤
を
、
③
は
「
国
衆
」
の
領
域

支
配
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
素
材
に
な
ろ
う
。
以
上
の
三
点
を
も
と
に
、
戦
国
期
の
海
上
氏
が
い
か
な
る
権

力
で
あ
っ
た
の
か
を
位
置
づ
け
る
。
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一　

海
上
惣
領
家
と
「
繁
」
系
一
族

　

ま
ず
は
、
一
点
目
の
課
題
で
あ
る
海
上
氏
の
一
族
を
検
討
す
る
。
戦
国
期
の
海
上
氏
は
、
中
島
城
（
千
葉
県
銚
子
市
中
島
町
）
を
本
拠
に
し

た
惣
領
家
と
森
山
城
（
千
葉
県
香
取
市
岡
飯
田
）
を
本
拠
に
し
た
庶
家
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
関
係
は
黒
田
基
樹
氏
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ

て
い
る
。

　

黒
田
氏
に
よ
れ
ば
、
惣
領
家
中
島
海
上
氏
の
家
督
は
助
秀
―
孝
秀
―
持
秀
―
持
繁
―
治
繁
と
継
承
さ
れ
、
庶
家
森
山
海
上
氏
の
家
督
は
宗
秀

―
胤
富
―
胤
秀
―
胤
保
―
胤
重
と
継
承
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
黒
田
氏
の
説
は
、
史
料
的
な
制
約
が
大
き
い
と
い
え
る
な
か
で
、
現
在
確

認
で
き
る
史
料
を
網
羅
的
に
蒐
集
・
検
討
し
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
首
肯
で
き
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
人
物
・
系
統
を
取
り
上
げ
、
黒
田
氏
の
説
に
付
け
加
え
て
い
く
。

　

筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、「
繁
」
の
字
を
通
字
と
す
る
系
統
で
あ
り
、
以
下
、「
繁
」
系
海
上
氏
と
す
る
。
戦
国
期
に
お
け
る
「
繁
」
系
海
上

氏
の
初
見
史
料
は
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
六
月
二
十
八
日
付
海
上
堀
内
妙
見
社
棟
札
銘
写
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
下
総
国
海
上
堀
内
妙
見

社
の
再
興
に
お
け
る
棟
札
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
棟
札
で
は
、
大
檀
那
と
し
て
「
前
和
泉
守
平
助
秀
」
の
名
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
は
惣
領
家
の
海
上
助
秀
に
あ
た
る
。
大
檀
那
に
つ
づ
い
て

は
、「
平
藤
七
孝
秀
御
馬
一
疋
・
次
男
藤
四
郎
忠
秀
御
馬
一
疋
・
三
男
百
寿
丸
御
馬
一
疋
・
同
息
女
御
馬
一
疋
・
平
藤
五
郎
助
繁
御
馬
一
疋
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
孝
秀
・
忠
秀
・
百
寿
丸
は
海
上
氏
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
海
上
助
秀
の
長
男
が
孝
秀
、
次
男
が
忠
秀
、
三

男
が
百
寿
丸
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
息
女
と
し
て
助
秀
に
は
娘
が
一
人
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
残
る
「
平
藤
五
郎
助
繁
」
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
本
格
的
な
言

及
が
な
い
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
筆
者
は
こ
の
人
物
が
海
上
助
繁
で
あ
る
と
考
え
る
。
海
上
氏
と
比
定
す
る
理
由
は
、
平
姓
で
あ
る
こ
と
、

「
氏
」
の
記
載
が
略
さ
れ
て
お
り
助
秀
ら
と
同
名
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
藤
五
郎
と
い
う
仮
名
が
孝
秀
・
忠
秀
と
類
似
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
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点
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、『
海
上
町
史
』
総
集
編
は
、「
平
藤
五
郎
」
を
助
秀
四
男
と
す
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
注
視
す
べ
き
点
は
、

こ
の
と
き
助
秀
三
男
百
寿
丸
が
幼
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
助
繁
は
す
で
に
実
名
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
助
繁
は
百
寿
丸

よ
り
も
年
長
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
助
秀
の
長
男
・
次
男
の
存
在
は
確
認
さ
れ
る
の
で
、
助
繁
が
百
寿
丸
の
兄
に
あ
た
る
こ
と
も
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
、
助
繁
は
助
秀
の
系
統
と
は
、
別
系
統
の
海
上
氏
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
助
繁
の
居
城
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
惣
領
家

の
中
島
海
上
氏
と
と
も
に
棟
札
に
記
載
さ
れ
る
有
力
な
系
統
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
。
本
棟
札
銘
写
の
検
討
か
ら
、
明
応
九
年
段
階
に
海
上
一

族
に
お
い
て
助
繁
と
い
う
「
繁
」
の
字
を
用
い
る
有
力
な
系
統
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
霜
月
八
日
付
常
灯
寺
棟
札
銘
で
あ
る
。
本
棟
札
は
、
常
世
田
常
灯
寺
の
造
営
に

か
か
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
大
檀
那
と
し
て
「
海
上
殿
平
持
秀
」
と
み
え
る
。
本
棟
札
銘
に
は
、
多
く
の
人
物
や
寺
院
が
確
認
さ
れ
る
。
そ

の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
氏
」
を
略
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　
「
氏
」
を
略
さ
れ
て
い
る
人
物
と
し
て
、「
蔵
人
佑
□
秀
」
が
み
え
る
。
本
人
物
に
つ
い
て
は
、
黒
田
基
樹
氏
が
「
□
秀
」
は
「
宗
秀
」
で
あ

る
と
し
、
庶
家
森
山
海
上
氏
の
宗
秀
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
宮
内
丞
定
幹
と
い
う
人
物
も
み
え
、
佐
藤
博
信
氏
が
海
上
氏
で
あ
る
と
推

測
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
黒
田
・
佐
藤
両
氏
の
説
を
踏
ま
え
、
筆
者
が
注
目
す
る
人
物
は
「
宮
内
少
輔
久
繁
」
で
あ
る
。
こ
の
久
繁
も
「
氏
」

が
略
さ
れ
て
お
り
、
大
檀
那
海
上
持
秀
と
同
名
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
測
が
成
り
立
て
ば
、
海
上
久
繁
と
い
う
人
物
が
お

り
、
先
述
し
た
海
上
助
繁
に
系
譜
的
に
連
な
る
人
物
と
な
る
。
な
お
、
慎
重
な
手
続
き
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
助
繁
に
つ
づ
く
「
繁
」
系
海
上

氏
と
し
て
久
繁
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
め
て
注
視
さ
れ
る
の
が
惣
領
家
中
島
海
上
氏
の
持
繁
と
治
繁
の
存
在
で
あ
る
。
持
繁

は
一
次
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
人
物
で
あ
り
、
持
秀
の
跡
を
持
繁
が
継
い
だ
と
系
図
史
料
に
み
え
る
の
み
で
あ
る
。
治
繁
に
つ
い
て
は
、
黒

田
氏
が
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
に
み
え
る
海
上
藤
七
郎
治
繁
に
つ
い
て
、
仮
名
が
孝
秀
と
同
じ
こ
と
、
実
名
の
「
繁
」
が
持
繁
に
通
じ
る
こ
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と
、
と
い
う
二
点
か
ら
治
繁
は
持
秀
の
嫡
流
を
継
ぐ
人
物
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
黒
田
説
の
よ
う
に
治
繁
は
仮
名
「
藤
七
郎
」
か
ら
孝
秀
と
の
関
係
が
想
起
さ
れ
る
。
だ
が
、
持
秀
―
持
繁
―
治
繁
は
、
直
線
的
な

系
譜
が
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ま
で
は
「
秀
」
を
通
字
に
し
て
い
た
の
に
、「
繁
」
を
通
字
に
し
た
系
統
に
か
わ
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
が
本
稿
で
筆
者
が
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
助
繁
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
助
繁
・
久
繁
・
持
繁
を

つ
な
ぐ
史
料
は
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
推
測
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
の
時
期
他
に
「
繁
」
を
名
乗
る
海
上
氏
の
系
統
が
み
え
な
い
こ
と

か
ら
、
助
繁
―
久
繁
―
持
繁
―
治
繁
と
い
う
「
繁
」
の
字
を
通
字
と
す
る
海
上
一
族
が
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
場
合
、
持
繁
は
持
秀
の
養
子

に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

持
繁
が
惣
領
家
の
家
督
を
継
承
で
き
た
背
景
に
は
、
助
秀
の
段
階
か
ら
有
力
な
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
惣
領
家
の
系
統
の
家

督
継
承
の
上
で
、「
繁
」
系
海
上
氏
が
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
治
繁
が
仮
名
「
藤
七
郎
」
を
名
乗
っ
た
の
は
、
惣
領

家
の
家
督
を
継
ぐ
人
物
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
治
繁
の
発
給
文
書
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
繁
」
系
海
上
氏
と
常
陸
国
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
史
料
１
】
海
上
治
繁
寄
進
状

　
　

�［　
　
　

］
斗
御
感
功
ニ
附
而
、
連
々
如
何
様
之
在
所
ヲ
も
雖
［　
　
　

］
合
候
、
相
当
之
地
無
之
候
儘
、
無
其
曲
、
此
上
若
存
□
者
勝
明

寺
香
田
二
町
所
進
置
候
、
於
本
意
上
□
当
寺　

御
代
官
可
被
仰
付
候
、
為
向
後
奉
啓
入
候
、
又
本
意
仕
候
者
、
三
町
指
添
五
町
可
進
候
、

此
よ
（
由
）（
脱
ア
ル
カ
）

し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
上
藤
七
郎

　
　
　
　

弘
治
四
年
六
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

治
繁
（
花
押
）

（
17
）

（
18
）
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根
本
寺
侍
者
御
中

　

本
史
料
の
宛
所
に
み
え
る
根
本
寺
は
、
常
陸
鹿
島
氏
の
菩
提
寺
で
常
陸
国
鹿
島
に
位
置
し
、
常
陸
の
み
な
ら
ず
、
下
総
小
見
川
と
の
か
か
わ

り
も
み
え
る
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

本
史
料
は
、
治
繁
が
根
本
寺
へ
田
を
寄
進
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
治
繁
の
立
場
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
。
黒
田
基
樹
氏
は
、
持
秀
の
系
統
が
何
ら
か
の
事
情
で
鹿
島
に
没
落
し
た
と
す
る
。
千
野
原
靖
方
氏
は
、
中
島
城
の
海
上
治
繁
が
根
本
寺

へ
「
勝
明
寺
香
田
二
町
」（
銚
子
市
正
明
寺
町
）
を
寄
進
し
た
と
す
る
。
外
山
信
司
氏
は
、
海
上
氏
が
常
陸
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
治
繁
が
常
陸
に
没
落
し
て
し
ま
っ
た
（
下
総
国
を
離
れ
た
）
の
か
、
そ
れ
と
も
中
島
城
に
あ
り
な
が
ら
下
総
の
所
領
を
常
陸

根
本
寺
に
寄
進
し
た
の
か
、と
い
う
点
で
理
解
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
、史
料
４
の
み
で
は
い
ず
れ
と
も
判
断
し
難
い
。

　

そ
こ
で
、
外
山
氏
が
検
討
し
て
い
る
常
陸
に
姿
を
み
せ
る
別
の
海
上
一
族
に
つ
い
て
再
度
考
え
て
み
る
。
外
山
氏
が
検
討
材
料
と
し
て
い
る

の
は
、
十
二
月
二
十
三
日
付
千
葉
胤
富
覚
書
で
あ
る
。
本
文
書
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
発
給
者
胤
富
の
花
押
形
か
ら
永
禄
十
一
年
～
十
二
年
頃

の
も
の
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
史
料
は
七
箇
条
か
ら
な
り
、
こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
五
箇
条
目
で
あ
る
。

【
史
料
２
】
千
葉
胤
富
覚
書

　
　
　
　
（
前
略
）

　
　

一�

、
鹿
島
無
事
に
付
て
、
是
よ
り
こ
と
ハ
り
に
お
よ
ひ
候
こ
と
く
候
、
海
上
宮
内
兵
衛
と
ゝ
け
候
て
、
常
州
へ
ま（
罷
）か
り
う（
移
）つ
り
候
も
の
、

一
円
ニ
三
庄
へ
出
入
か
な
ふ
へ
か
ら
さ
る
由
、
相
定
候
間
、
其
心
得
尤
候
、
但
、
宮
内
兵
衛
方
へ
手
き（
切
）れ
い
た
し
、
当
国
に
て
旦
那
な

と
と
り
候
ハ
ん
も
の
ハ
、
国
中
の
は（

徘

徊

）

い
く
わ
い
ハ
、
い
た
す
へ
く
候
、
そ
れ
も
三
庄
へ
之
出
入
を
ハ
、
あ（

相

止

）

ひ
や
め
ら
る
ゝ
事
、

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　

十（

年

未

詳

）

二
月
廿
三
日　
　
（（
千
葉
胤
富
）

花
押
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）
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海
上
蔵（
胤
保
）人
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
大（
定
幹
）

和
守
殿

　

外
山
氏
は
、「
海
上
氏
の
一
族
家
臣
の
う
ち
常
陸
に
移
っ
た
者
が
あ
り
、
そ
の
中
心
人
物
が
宮
内
太
輔
で
あ
っ
た
」
と
評
価
す
る
。
た
だ
し
、

宮
内
大
輔
を
名
乗
る
海
上
氏
は
他
の
史
料
や
系
図
類
に
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、そ
の
系
譜
や
鹿
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
と
も
す
る
。

　

外
山
氏
の
見
解
の
う
ち
、「
宮
内
太
輔
」
に
つ
い
て
は
『
千
葉
縣
史
料
』
中
世
篇
諸
家
文
書
補
遺
の
翻
刻
に
拠
っ
た
こ
と
に
よ
る
単
純
な
誤

り
で
あ
り
、
写
真
を
参
照
す
る
と
「
宮
内
兵
衛
」
が
正
し
い
が
、
常
陸
に
移
っ
た
海
上
氏
の
一
族
が
い
た
と
い
う
点
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
宮
内
兵
衛
の
系
譜
や
鹿
島
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
筆
者
は
先
に
検
討
し
た
常
灯
寺
棟
札
銘
を
改
め
て
取
り
上
げ

た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
棟
札
に
は
海
上
氏
か
と
考
え
ら
れ
る
存
在
と
し
て
宮
内
少
輔
久
繁
が
い
た
。
こ
の
人
物
が
海
上
氏
と
す
れ
ば
、

「
宮
内
」
系
及
び
「
繁
」
系
の
海
上
氏
と
つ
な
が
る
。
つ
ま
り
、「
繁
」
系
海
上
氏
は
、
治
繁
の
発
給
文
書
以
前
か
ら
常
陸
に
勢
力
を
持
つ
一

族
で
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。
な
お
推
測
の
域
は
出
な
い
も
の
の
、
宮
内
少
輔
（
大
輔
・
兵
衛
）
系
の
海
上
氏
は
常
陸
に
勢
力
を
持
っ
て
お

り
、
そ
の
系
統
が
中
島
海
上
氏
の
家
督
を
継
い
だ
と
い
う
試
論
を
提
示
し
て
お
く
。

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
を
整
理
す
る
と
、
戦
国
期
海
上
氏
に
は
、
惣
領
家
と
は
別
に
「
繁
」
を
通
字
と
す
る
有
力
な
系
統
が
あ
り
、
助
繁
―
久
繁

―
持
繁
―
治
繁
と
い
う
系
譜
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
持
繁
は
惣
領
家
持
秀
の
養
子
に
な
り
、
そ
の
跡
を
治
繁
が
継
い
だ
こ
と

で
、
持
繁
以
降
は
惣
領
家
の
家
督
を
「
繁
」
系
海
上
氏
が
占
め
た
と
い
え
よ
う
。「
繁
」
系
海
上
氏
が
惣
領
家
の
家
督
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た

背
景
に
は
、
助
繁
の
段
階
か
ら
惣
領
家
の
中
島
海
上
氏
と
と
も
に
海
上
堀
内
妙
見
社
の
再
興
に
か
か
わ
る
海
上
一
族
の
な
か
で
も
有
力
な
系
統

で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
図
１
と
し
て
提
示
し
て
お
く
。

（
26
）
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二
、
海
上
氏
の
家
中

　

本
節
で
は
、
二
点
目
の
課
題
で
あ
る
海
上
氏
の
家
中
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
海
上
氏
の
家
中
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
検
討
が
み

ら
れ
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
家
中
が
い
た
の
か
、
そ
の
検
出
か
ら
は
じ
め
る
。

　

一
点
目
の
史
料
は
、
第
一
節
で
も
使
用
し
た
明
応
九
年
六
月
二
十
八
日
付
海
上
堀
内
妙
見
社
棟
札
銘
写
で
あ
る
。
本
棟
札
で
は
、
惣
領
家
中

島
海
上
氏
と
と
も
に
造
営
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
物
と
し
て
、「
加
世
三
河
守
栄
行
御
馬
一
疋
」「
子
息
外
記
亮
助
行
御
馬
一
疋
」
が
確
認
さ
れ

図1　中島惣領家と「繁」系一族

助
秀

持
秀

孝
秀

持
繁

治
繁

中
島
城
主

中
島
城
主

中
島
城
主

助
繁

久
繁

持
繁 養 

子

「

　繁

　」 

系

※

点
線
は

推
測
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る
。
こ
こ
か
ら
、
加
世
栄
行
と
加
世
助
行
と
い
う
人
物
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
海
上
氏
家
中
と
は
判
断
で
き
な
い
が
、
注
目
し
た
い
の
は
「
栄
」
と
「
助
」
の
字
で
あ
る
。
加
世
氏
が
「
行
」
の
字
を
通
字

と
し
て
い
る
こ
と
は
、
栄
行
と
助
行
の
名
か
ら
推
測
で
き
よ
う
。
で
は
、「
栄
」
と
「
助
」
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
海
上
氏
か
ら
の
一

字
拝
領
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
十
月
吉
日
付
の
多
宝
塔
銘
に
「
大
檀
那
海
上
殿
平
胤
栄
」
と
み
え
、
海
上
胤
栄
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
こ
の
多
宝
塔
は
田
中
家
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、以
前
は
円
福
寺
の
所
蔵
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
海
上
氏
と
円
福
寺
の
関
係
に
つ
い
て
は

第
三
節
で
検
討
す
る
が
、
海
上
胤
栄
も
惣
領
家
中
島
海
上
氏
に
連
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
加
世
栄
行
の
「
栄
」
の

字
は
、
こ
の
海
上
胤
栄
か
ら
の
一
字
拝
領
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
で
き
よ
う
。
も
う
一
人
の
加
世
助
行
に
つ
い
て
は
、
惣
領
家
中
島
海

上
助
秀
か
ら
の
一
字
拝
領
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
一
字
拝
領
と
い
う
視
点
を
持
て
ば
、
加
世
氏
は
海
上
氏
家
中
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
よ
い

と
考
え
る
。　

　

な
お
、
海
上
堀
内
妙
見
社
棟
札
銘
写
に
は
「
木
屋
□
（
奉
ヵ
）
行
」
と
し
て
、「
大
那
木
助
太
郎
孝
□
」「
宮
内
修
理
亮
真
直
」
が
み
え
る
。

こ
の
大
那
木
氏
と
宮
内
氏
も
海
上
氏
が
大
檀
那
を
務
め
る
棟
札
に
お
け
る
木
屋
奉
行
で
あ
る
の
で
、
海
上
氏
家
中
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
加
世
氏
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
先
に
検
討
し
た
大
永
六
年
霜
月
八
日
付
常
灯
寺
棟
札
銘
に
加
世
新
衛
門
な
る
人
物
が
み
え
る
。

千
野
原
靖
方
氏
は
根
拠
不
明
な
も
の
の
、
海
上
持
秀
家
臣
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
点
は
本
稿
で
検
討
し
た
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
加

世
新
衛
門
も
海
上
氏
家
中
と
推
測
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
加
世
栄
行
・
助
行
と
の
系
譜
関
係
等
は
不
明
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
三
月
二
十
一
日
付
海
上
堀
内
妙
見
社
棟
札
銘
写
で
あ
る
。
本
棟
札
銘
写
も
明
応

九
年
の
も
の
と
同
様
、
妙
見
社
の
造
営
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
本
棟
札
銘
写
で
は
、
大
檀
那
を
惣
領
家
中
島
海
上
持
秀
が
務
め
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
棟
札
銘
に
列
記
さ
れ
た
人
物
と
実
名
に
注
目
す
る
。
取
り
上
げ
る
人
物
は
、
平
岩
七
郎
秀
親
・
飯
岡
左
京
佐
秀
定
・
宮
内
左
京
亮

秀
行
・
島
田
図
書
助
秀
常
・
石
毛
二
郎
左
衛
門
秀
景
で
あ
る
。
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
い
ず
れ
も
「
秀
」
の
字
を
名
に

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）
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用
い
て
い
る
。
こ
の
点
、
単
に
こ
の
地
域
に
お
い
て
「
秀
」
の
字
を
通
字
と
す
る
一
族
が
多
か
っ
た
だ
け
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
や

は
り
そ
の
共
通
し
て
い
る
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
秀
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
惣
領
家
中
島
海
上
氏
が
通
字
と
し
て
お
り
（
助
秀
―
孝

秀
―
持
秀
）、
そ
の
う
ち
持
秀
が
大
檀
那
を
務
め
る
棟
札
銘
に
平
岩
以
下
の
各
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
平
岩
・
飯
岡
・
宮
内
・

島
田
・
石
毛
各
氏
が
海
上
氏
か
ら
一
字
を
拝
領
し
て
い
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、平
岩
以
下
の
各
氏
は
海
上
氏
家
中
だ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

な
お
、
三
崎
庄
を
中
心
に
地
名
と
一
致
す
る
一
族
と
し
て
は
、
飯
岡
・
宮
内
が
確
認
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
宮
内
氏
に
関
し
て
は
庶
家
森
山
海
上
氏
と
も
関
係
が
み
え
る
。
そ
の
文
書
は
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
十
月
吉
日
付
海
上
宗
秀

判
物
写
で
、
宮
内
新
四
郎
が
森
山
海
上
宗
秀
か
ら
元
服
の
際
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
宮
内

氏
と
海
上
氏
の
親
密
な
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
点
の
み
か
ら
判
断
す
る
の
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
は
あ
る
も
の
の
、

庶
家
の
森
山
海
上
氏
も
独
自
に
文
書
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、惣
領
家
中
島
海
上
氏
と
は
別
個
に
家
中
形
成
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
戦
国
期
の
海
上
氏
に
は
加
世
・
大
那
木
・
宮
内
・
平
岩
・
飯
岡
・
島
田
・
石
毛
と
い
う
家
中
が
い
た
と

い
え
る
。
戦
国
期
の
海
上
氏
は
、
加
世
氏
以
下
の
一
族
に
よ
っ
て
、
そ
の
基
盤
を
支
え
ら
れ
て
い
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
海
上
氏
は
第
一
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
弘
治
年
中
頃
か
ら
常
陸
国
と
の
関
係
も
み
え
る
よ
う
に
な
る
。
あ
わ
せ
て
、
森
山
海
上
氏

へ
千
葉
氏
か
ら
胤
富
が
養
子
に
入
り
、
そ
の
後
親
胤
の
死
去
を
契
機
に
胤
富
が
千
葉
氏
の
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
伴
い
、
森
山
海
上
氏
の
本
拠
で
あ
る
森
山
城
は
森
山
海
上
氏
の
持
城
で
は
な
く
な
り
、
森
山
海
上
氏
は
石
毛
氏
・
原
氏
（
大
炊
助
・
若
狭
守

家
）・
安
藤
氏
ら
と
と
も
に
、
あ
く
ま
で
一
城
将
に
過
ぎ
な
い
存
在
に
な
る
。
外
山
氏
に
よ
れ
ば
、「
本
佐
倉
城
の
胤
富
の
命
令
が
一
度
森
山
城

に
伝
え
ら
れ
、
森
山
城
か
ら
現
地
に
役
人
が
派
遣
さ
れ
て
実
際
の
統
治
に
当
た
る
支
配
の
構
造
」
が
永
禄
八
年
頃
か
ら
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
う
い
っ
た
一
連
の
事
態
に
よ
っ
て
、
海
上
氏
家
中
も
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
点
の
検
討
は
別
に
譲
り
た
い
。

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）
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三　

海
上
氏
の
領
域
支
配

　

つ
づ
い
て
、
三
点
目
の
課
題
で
あ
る
海
上
氏
の
領
域
支
配
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
海
上
氏
は
、
下
総
国
海
上
郡
を
支
配
領
域
に
し
、
領
域
支

配
を
展
開
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
海
上
氏
の
発
給
文
書
は
少
な
く
、
戦
国
期
の
支
配
領
域
お
よ
び
支
配
の
中
身
の
全
容
を
明
ら
か
に

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
戦
国
期
の
海
上
氏
発
給
文
書
は
、管
見
の
限
り
、七
点
の
み
で
あ
る
（
表
）。
そ
の
う
ち
、№
２
と
№
５
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
。
№
２
は
森
山
海
上
氏
と
宮
内
氏
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
惣
領
家
中
島
海
上
氏
と
は
別
に
庶
家
森
山
海

上
氏
も
独
自
に
領
域
支
配
を
展
開
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
№
５
に
つ
い
て
は
、
常
陸
と
の
関
係
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
田
の
寄
進
で
あ
り
、
海
上
氏
の
支
配
権
限
等
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
№
６
と
７
は
森
山
城
将
期
の
も
の
で
あ

り
、
№
６
は
西
門
院
と
の
や
り
取
り
、
№
７
は
「
六
党
」
大
須
賀
孫
次
郎
に
関
す
る
件
の
取
り
成
し
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
№
６
と
７

か
ら
は
領
域
支
配
の
様
相
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
国
期
の
海
上
氏
の
領
域
支
配
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
史
料
的
制
約

（
36
）

表　

戦
国
期
下
総
海
上
氏
発
給
文
書
目
録

№

年
月
日

文
書
名

署
判

宛
所

出
典

刊
本

1

大
永
３
・
４
・
１
４

海
上
持
秀
書
状

筑
後
守
持
秀
（
花
押
）

円
福
寺
御
同
宿
中

海
上
円
福
寺
文
書

戦
房
五
七
九

2
大
永
５
・
１
０
・
吉
日
海
上
宗
秀
判
物
写

宗
秀
（
花
押
影
）

宮
内
新
四
郎
殿

宮
内
家
文
書

戦
房
五
九
二

3

天
文
４
・
４
・
１
３

海
上
持
秀
書
状

筑
後
守
持
秀
（
花
押
）

別
当
職
弘
恵
僧
都
江

海
上
円
福
寺
文
書

戦
房
六
五
八

4

天
文
１
１
・
３
・７

海
上
持
秀
寄
進
状

持
秀
（
花
押
）

飯
沼
円
福
寺
へ
進
之
候

海
上
円
福
寺
文
書

戦
房
七
四
四

5

弘
治
４
・
６
・
１
７

海
上
治
繁
寄
進
状
海
上
藤
七
郎
治
繁（
花
押
）

根
本
寺
侍
者
御
中

根
本
寺
文
書

戦
房
九
七
五

6
（
年
未
詳
）
１
０
・
９

海
上
胤
秀
書
状

胤
秀
（
花
押
）

謹
上
西
門
院
尊
報

西
門
院
文
書

戦
房
一
一
七
九

7

（
年
月
未
詳
）
４

海
上
胤
保
書
状

胤
保
（
花
押
）

大
須
賀
勝
美
家
文
書
戦
房
一
六
六
八
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図２　海上氏関係地図

本図は黒田基樹『戦国の房総と北条氏』（岩田書院、2008年）

136頁の図に一部加筆したものである。
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か
ら
難
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
比
較
的
領
域
支
配
の
様
相
が
分
か
る
円
福
寺
文
書
（
№
１
・
３
）
を
検
討
す
る
。

　

円
福
寺
と
海
上
氏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、各
自
治
体
史
で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、室
町
期
に
つ
い
て
は
横
田
光
雄
氏
の
専
論
が
あ
る
。そ
の
た
め
、

円
福
寺
と
海
上
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
戦
国
期
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
本
稿
で
取
り
上
げ

る
文
書
を
も
と
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
国
衆
」
論
の
視
点
か
ら
の
具
体
的
な
言
及
は
な
い
と
い
え
る
。

　

ま
ず
は
№
１
か
ら
検
討
す
る
。

【
史
料
３
】
海
上
持
秀
書
状
（
№
１
）

　
　

�

就
寺
役
之
一
儀
、
度
々
被
仰
届
候
間
、
神
慮
と
申
為
寄
進
、
永
借
馬
之
事
、
奉
相
止
候
、
再
於
歩
兵
以
下
も
此
義
候
、
為
向
後
如
此
、
恐
々

敬
白
、

　
　
　
　
　

太（
大
）永
三
年
卯
月
十
四
日　
　
　
　

筑（
海
上
）

後
守
持
秀
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

円
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
同
宿
中

　

本
史
料
は
、
円
福
寺
に
か
か
る
役
＝
「
寺
役
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
が
出
さ
れ
る
以
前
に
、
度
々
円
福
寺
か
ら
海
上
氏
へ

訴
え
が
あ
り
、
海
上
持
秀
は
こ
の
た
び
寄
進
分
と
い
う
か
た
ち
で
、「
借
馬
」
と
「
歩
兵
」
の
徴
収
を
停
止
す
る
と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
海

上
氏
が
円
福
寺
領
に
賦
課
し
て
い
た
馬
や
兵
の
役
を
免
除
し
て
い
る
文
書
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
そ
れ
ま
で
は
役
を
賦
課
し
て
い
た
こ
と
も

示
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
上
位
権
力
た
る
千
葉
氏
の
追
認
の
文
書
な
ど
が
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
海
上
氏
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
史
料
３
か
ら
、
海
上
氏
が
支
配
領
域
に
役
を
賦
課
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

次
に
、
同
じ
く
海
上
持
秀
が
円
福
寺
の
別
当
に
出
し
た
文
書
を
検
討
す
る
。

【
史
料
４
】
海
上
持
秀
書
状
（
№
３
）

　
　
　

下
総
国
飯
沼
山
円
福
寺
領
之
事

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）
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右
、
任
前
代
之
掟
、
相
交
料
所
堺
并
諸
公
事
諸
役
事
、
就
中
三
ヶ
度
町
地
子
以
下
不
可
成（

綺
）候

、
若
此
条
々
背
族
候
者
、
速
蒙
仰
、

　
　

厳
密
に
可
行
其
沙
汰
候
、
為
後
代
染
愚
筆
進
之
候
、
猶
々
不
断
御
祈
念
可
目
出
候
、
恐
々
敬
白
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
後
守

　
　
　
　

天
文
四
年
乙未

卯
月
十
三
日　
　
　
　

持
秀（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

別
当
弘
恵
僧
都
江

　

本
史
料
は
、
円
福
寺
の
寺
領
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
で
は
、
海
上
氏
が
「
相
交
料
所
堺
」・「
諸
公
事
諸
役
」・「
三
ヶ
度
町
地
子
」

に
は
干
渉
し
な
い
と
し
て
い
る
。
一
点
目
の
「
相
交
料
所
堺
」
と
は
、
円
福
寺
領
と
料
所
（
海
上
氏
の
直
轄
領
）
が
接
し
て
お
り
、
そ
の
堺
を

越
え
て
干
渉
す
る
こ
と
は
な
い
、
つ
ま
り
は
寺
領
を
押
領
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
解
釈
で
き
る
と
思
わ
れ
、
海
上
氏
が
寺
領
の
安
堵
を
行

な
っ
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
二
点
目
の
「
諸
公
事
諸
役
」
は
、
寺
領
に
公
事
・
役
を
賦
課
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
諸
公
事
・
諸
役
免
除
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
三
点
目
の
「
三
ヶ
度
町
地
子
」
に
つ
い
て
は
、
盛
本
昌
広
氏
が
「
三
ヶ
度
町
」
＝
三
齋
市
と
し
、
円
福
寺
門
前
で
市
が

開
か
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
海
上
氏
は
そ
の
三
齋
市
に
お
け
る
「
地
子
」（
土
地
税
）
を
免
除
し
て
お
り
、円
福
寺
門
前
の
市
に
対
し
、

税
の
免
除
を
す
る
こ
と
で
経
済
の
活
発
化
を
促
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
史
料
４
か
ら
は
、
海
上
氏
が
寺
領
の
安
堵
、
諸
公
事
や
諸
役

の
免
除
を
行
な
っ
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

史
料
３
・
４
で
み
た
よ
う
に
、
海
上
氏
は
寺
領
安
堵
、
諸
公
事
・
諸
役
免
除
（
地
子
免
除
）
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
上
位
権
力

の
千
葉
氏
の
文
書
が
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。
海
上
氏
は
支
配
領
域
に
お
い
て
、
寺
領
安
堵
や
諸
公
事
・
諸
役
免
除
を
単
独
で
行
な
え
る
存
在
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
海
上
氏
の
発
給
文
書
を
も
と
に
領
域
支
配
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
視
点
を
か
え
て
、
地
理
的
な
側
面

か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
こ
の
地
理
的
な
側
面
か
ら
み
た
海
上
氏
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
の
で
、
こ
こ
で
は
確
認
を
中
心
に
行
う
こ
と
に
す
る
。

（
42
）

（
43
）
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ま
ず
は
、
流
通
の
拠
点
た
る
野
尻
・
高
田
の
存
在
で
あ
る
。
惣
領
家
の
海
上
氏
の
居
城
は
中
島
城
で
あ
り
、
そ
の
北
に
は
現
在
の
利
根
川
が

あ
る
。
野
尻
・
高
田
は
中
島
城
の
北
側
に
位
置
し
、
利
根
川
沿
い
の
村
で
あ
る
。
野
尻
・
高
田
は
、
中
世
以
来
交
通
の
要
地
で
あ
り
、
都
市
的

な
場
が
展
開
し
て
お
り
、流
通
の
拠
点
と
し
て
下
総
東
部
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
有
し
て
い
た
。
あ
わ
せ
て
、戦
国
期
、野
尻
は
宿
と
し

て
み
え
、
野
尻
と
高
田
は
一
体
的
に
機
能
し
て
い
た
。

　

加
え
て
、
海
上
氏
の
本
拠
中
島
城
は
、
こ
の
野
尻
・
高
田
を
強
く
意
識
し
た
位
置
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
野
尻
・
高
田
周
辺
地
域
は
、「
三
崎

荘
内
で
も
特
に
海
上
氏
所
縁
の
古
寺
社
（
等
覚
寺
・
引
接
寺
・
称
讃
寺
・
海
上
八
幡
宮
他
）
や
遺
跡
が
数
多
く
確
認
さ
れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
関
わ
っ
て
、
下
総
東
部
の
流
通
に
深
く
関
与
し
、
商
業
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
宮
内
氏
の
存
在
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
海
上
氏
は
右

記
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
宮
内
氏
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
海
上
氏
自
身
の
経
済
活
動
も
発
展
さ
せ
て
お
り
、
海
上
氏
は
東
国
の
流
通
に
深
く
関

与
す
る
こ
と
で
発
展
を
遂
げ
た
氏
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
先
行
研
究
の
整
理
を
し
て
き
た
が
、
先
学
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
海
上
氏
が
流
通
の
拠
点
た
る
野
尻
・
高
田
、
そ
し
て
流
通
・

商
業
を
担
う
宮
内
氏
を
お
さ
え
、
経
済
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
た
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
研
究
史
で
判
明
し
た
点
に
加
え
て
、
第
一
節
・
第
二
節
で
検
討
し
た
海
上
堀
内
妙
見
社
棟
札
な
ら
び
に
常
灯
寺
棟
札
、
先
程

検
討
し
た
史
料
４
の
円
福
寺
門
前
で
開
か
れ
て
い
た
三
齋
市
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

棟
札
は
、
寺
社
の
造
営
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
支
配
領
域
に
お
け
る
寺
社
の
造
営
を
行
な
う
意
味
と
し
て
は
、
寺
社
の
造
営
・
保
護
を

通
じ
て
領
域
支
配
者
と
し
て
の
正
当
性
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
戦
国
期
の
千
葉
氏
は
、
下
総
国
一
宮
香
取

社
の
造
営
・
保
護
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
、寺
社
の
造
営
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
（
大
檀
那
と
し
て
そ
の
費
用
を
賄
え
る
）
の
は
、

先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
海
上
氏
の
経
済
活
動
（
経
済
力
）
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

円
福
寺
は
、
史
料
４
で
み
た
よ
う
に
飯
沼
寺
と
も
称
さ
れ
た
。
こ
の
飯
沼
お
よ
び
円
福
寺
は
、
中
島
城
の
東
、
現
在
の
銚
子
駅
の
近
く
、
利

（
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）
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根
川
河
口
地
域
に
位
置
す
る
。
享
徳
の
乱
の
際
に
は
、
飯
沼
城
主
と
し
て
海
上
備
中
守
師
胤
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

中
島
城
や
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
海
上
氏
と
関
係
が
あ
る
寺
社
、
野
尻
・
高
田
と
い
っ
た
交
通
の
要
衝
と
い
っ
た
点
か
ら
、
中
島
城
を
中
心
に

海
上
氏
の
支
配
領
域
が
発
展
し
て
き
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
円
福
寺
門
前
の
市
で
あ
り
、
戦
国
期
に
は
中
島
城
の
東

側
も
経
済
が
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
か
と
推
測
で
き
る
。

　

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
と
知
行
割
に
際
し
、
黒
田
基
樹
氏
は
「
戦
国
時
代
の
領
域
拠
点
を
継
承
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
」
で
、「
家
康
は
、

従
来
か
ら
国
衆
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
領
域
秩
序
を
、
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
よ
う
に
し
て
、
新
た
な
領
域
秩
序
の
形
成
を
図
っ
て
い
た
」

と
評
価
し
て
い
る
。
三
崎
庄
方
面
で
は
、
飯
沼
に
松
平
伊
昌
が
二
千
石
で
配
置
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
海
上
氏
時
代
の
本
拠
た
る
中
島
・
森
山
で
は

な
く
、
飯
沼
に
入
っ
た
意
味
も
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
近
世
、
円
福
寺
お
よ
び
飯
沼
周
辺
地
域
は
、
門
前
町
と
し
て
栄
え
、
高
崎
藩

の
陣
屋
も
置
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
近
世
へ
の
移
行
も
視
野
に
入
れ
た
と
き
、
史
料
４
で
み
た
海
上
氏
の
領
域
支
配
も
改
め
て
そ

の
意
味
を
問
い
直
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

本
節
で
は
、
戦
国
期
に
お
け
る
海
上
氏
の
領
域
支
配
を
検
討
し
た
。
史
料
的
な
制
約
が
大
き
い
が
、
海
上
氏
は
支
配
領
域
に
役
を
賦
課
す
る

（
あ
る
い
は
免
除
す
る
）
こ
と
お
よ
び
寺
領
安
堵
を
単
独
で
行
い
う
る
権
力
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
海
上
氏
の
領
域
支
配
に
関
わ
る
発
給
文
書
は
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
三
月
七
日
付
海
上
持
秀
寄
進
状
（
№
４
）
を
最
後
に

確
認
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
別
系
統
（「
繁
」
系
）
が
家
督
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
何
ら
か
の
内

紛
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
あ
く
ま
で
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
里
見
氏
が
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
頃
か
ら
海
上
郡
・
香
取
郡

を
攻
め
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
か
。
天
文
十
六
年
六
月
十
八
日
に
は
海
上
郡
太
田
で
合
戦
が
起
こ
り
、
同
月
二
十
一
日
に
は
八
日
市

場
（
匝
瑳
市
）
の
福
岡
城
主
押
田
伊
勢
入
道
を
は
じ
め
八
百
人
が
打
死
し
た
と
あ
る
。
同
じ
天
文
十
六
年
に
は
、
千
葉
氏
当
主
利
胤
が
香
取
郡

に
出
陣
し
て
い
る
。
ま
た
、小
弓
原
胤
清
の
嫡
子
胤
貞
が
香
取
郡
米
野
井
城
に
在
城
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
録
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

里
見
氏
と
考
え
ら
れ
る
勢
力
か
ら
海
上
郡
・
香
取
郡
は
い
く
ど
も
攻
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
な
か
で
、
海
上
氏
は
そ

（
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（
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（
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（
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（
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）

（
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）
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の
勢
力
を
失
っ
て
い
っ
た
か
、
あ
る
い
は
里
見
氏
と
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
一
族
内
で
内
紛
が
起
き
た
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
現
段
階
で
は
海
上
氏
の
領
域
支
配
に
関
わ
る
文
書
が
確
認
で
き
な
く
な
る
理
由
と
し
て
、
戦
乱
に
よ
り
没
落
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
推

測
を
提
示
し
て
お
く
。

　

そ
の
他
、
海
上
氏
の
領
域
支
配
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
円
福
寺
門
前
の
三
齋
市
や
流
通
商
人
宮
内
氏
と
の
か
か
わ
り
、
経
済
力
を
背
景
に

し
た
領
内
寺
社
の
造
営
や
再
興
、
領
内
寺
社
の
保
護
を
通
じ
支
配
の
正
当
性
を
獲
得
す
る
と
い
う
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
と
宗
教
と
が

有
機
的
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
支
配
領
域
の
成
り
立
ち
を
保
つ
こ
と
で
地
域
権
力
が
存
続
し
え
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　　

本
稿
で
は
、
従
来
そ
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど
不
明
と
い
わ
れ
て
き
た
下
総
海
上
氏
に
つ
い
て
、
現
在
確
認
で
き
る
史
料
で
ど
こ
ま
で
分
か
る
の

か
、
と
い
う
基
本
的
な
考
察
を
行
な
っ
て
き
た
。
最
後
に
課
題
に
あ
げ
た
①
海
上
氏
の
一
族
、
②
家
中
の
検
出
、
③
領
域
支
配
の
様
相
に
つ
い

て
簡
単
に
整
理
す
る
。

　

①
海
上
氏
の
一
族
に
つ
い
て
は
、「
繁
」
を
通
字
と
す
る
海
上
氏
の
存
在
を
見
出
し
た
。「
繁
」
系
海
上
氏
は
、
の
ち
に
惣
領
家
中
島
海
上
氏

の
家
督
を
継
承
し
た
有
力
な
系
統
で
あ
っ
た
。

　

②
家
中
の
検
出
で
は
、
加
世
・
大
那
木
・
宮
内
・
平
岩
・
飯
岡
・
島
田
・
石
毛
各
氏
が
海
上
家
中
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。　
　

　

③
領
域
支
配
の
様
相
で
は
、
海
上
氏
が
千
葉
氏
の
追
認
を
受
け
な
い
独
自
の
領
域
支
配
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は

役
の
賦
課
・
免
除
、
寺
領
の
安
堵
を
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
性
格
は
天
文
十
一
年
頃
を
境
に
確
認
で
き
な
く
な
る
。

な
お
、
領
域
支
配
に
お
い
て
は
経
済
と
宗
教
の
結
び
つ
き
が
確
認
で
き
た
。

　

本
稿
で
は
限
ら
れ
た
史
料
の
な
か
で
の
検
討
と
な
り
、
推
測
に
頼
っ
た
側
面
が
多
く
、
ま
た
黒
田
基
樹
氏
や
外
山
信
司
氏
の
研
究
に
拠
っ
た
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か
た
ち
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
海
上
氏
が
独
自
の
領
域
支
配
を
展
開
し
た
権
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
た
有
力
な
一
族
や
家
中
が
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
今
後
も
既
知
の
史
料
を
中
心
に
様
々
な
視
点
か
ら
の
検
討
を
行
な
う
こ
と
で
海
上
氏
の
実
態
に
迫
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

註

（
１
）　

岩
田
書
院
刊
行
の
「
論
集　

戦
国
大
名
と
国
衆
」
に
代
表
さ
れ
る
。

（
２
）　

拙
稿
「
戦
国
期
下
総
国
分
氏
に
お
け
る
矢
作
惣
領
家
と
庶
流
」（『
十
六
世
紀
史
論
叢
』
創
刊
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
３
）　

黒
田
基
樹
「
下
総
千
葉
氏
権
力
の
政
治
構
造
」（
同
『
戦
国
期
領
域
権
力
と
地
域
社
会
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）　

海
上
氏
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
外
山
信
司
「「
原
文
書
」
と
戦
国
期
の
海
上
氏
に
つ
い
て
」（
佐
藤
博
信
編
『
中
世
東
国
史
の
総
合
的
研
究
』、
千
葉
大
学

大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
一
年
）・
千
野
原
靖
方
「
海
上
氏
」（
同
編
著
『
戦
国
房
総
人
名
辞
典
』、
崙
書
房
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
六
七
～

六
八
頁
）
な
ど
を
参
照
。

（
５
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
小
笠
原
長
和
「
下
総
三
崎
荘
の
古
寺
と
海
上
千
葉
氏
」（
同
『
中
世
房
総
の
政
治
と
文
化
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、

初
出
一
九
六
九
年
）・
川
名
登
「
下
総
三
崎
庄
と
海
上
氏
」（『
海
上
町
史
研
究
』
二
四
号
、
一
九
八
五
年
）・
永
澤
裕
規
「
海
上
氏
の
信
仰
と
文
化
」（
付
・

海
上
氏
の
城
館
跡
）（『
海
上
町
史
研
究
』
二
二
号
、
一
九
八
四
年
）・
山
田
邦
明
「
鎌
倉
府
の
奉
公
衆
」（
同
『
鎌
倉
府
と
関
東
―
中
世
の
政
治
秩
序
と
在

地
社
会
―
』、
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）・
湯
山
学
「
鎌
倉
御
所
奉
行
・
奉
行
人
に
関
す
る
考
察
―
鎌
倉
府
職
員
の
機
能
と
構
成
―
」

（
同
『
鎌
倉
府
の
研
究
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）・
横
田
光
雄
「
下
総
円
福
寺
と
守
護
、
国
人
」（『
国
史
学
』
第
一
五
一
号
、

一
九
九
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
、
全
体
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
高
森
良
昌
「
海
上
氏
の
墳
塋
と
菩
提
寺
考
（
海
上
城
主
の
墓
石
と
菩
提
寺
を

め
ぐ
る
諸
問
題
）」（『
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
六
年
）
や
『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
中
世
（
千
葉
県
、
二
〇
〇
七
年
）・『
飯

岡
町
史
』（
飯
岡
町
、
一
九
八
一
年
）・『
海
上
町
史
』
総
集
編
（
海
上
町
役
場
、
一
九
九
〇
年
）・
篠
崎
四
郎
編
著
『
銚
子
市
史
』（
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
五
年
）
と
い
っ
た
自
治
体
史
が
あ
る
。
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（
６
）　

前
掲
註
（
３
）
黒
田
論
文
、
同
「
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
」（
同
『
戦
国
の
房
総
と
北
条
氏
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。

（
７
）　

前
掲
註
（
４
）
外
山
論
文
。

（
８
）　

佐
藤
夏
美
「
戦
国
期
房
総
に
お
け
る
商
人
の
一
様
態
―
宮
内
氏
を
中
心
に
―
」（『
千
葉
い
ま
む
か
し
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
）・
滝
川
恒
昭
「
戦
国

期
房
総
に
お
け
る
流
通
商
人
の
存
在
形
態
」（
千
葉
歴
史
学
会
編
『
中
世
東
国
の
地
域
権
力
と
社
会
』、
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
）。

（
９
）　

前
掲
註
（
６
）
黒
田
「
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
」。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
城
で
あ
る
中
島
城
と
森
山
城
に
つ
い
て
は
、『
千
葉
県
中
近
世
城
跡
研
究
調
査

報
告
書
第
十
一
集
―
中
島
城
跡
・
鹿
渡
城
跡
調
査
報
告
―
』（
千
葉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
）・
井
上
哲
朗
「
中
島
城
跡
」（『
千
葉
県
の
歴
史
』
資

料
編
中
世
１
（
考
古
資
料
）、
千
葉
県
、
一
九
九
八
年
）・
外
山
信
司
「「
原
文
書
」
に
み
る
森
山
城
―
戦
国
末
期
に
お
け
る
支
城
の
考
察
―
」（『
千
葉
城
郭

研
究
』
二
号
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
10
）　
「
宮
内
家
文
書
」。
黒
田
基
樹
・
佐
藤
博
信
・
滝
川
恒
昭
・
盛
本
昌
広
編
『
戦
国
遺
文
房
総
編
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
第
一
巻
三
七
一
号
。
以
下
、

便
宜
上
、『
戦
国
遺
文
房
総
編
』
か
ら
の
引
用
の
場
合
、『
戦
房
』
所
収
文
書
番
号
と
略
記
す
る
。
な
お
、
従
来
は
「
沢
井
藤
兵
衛
家
文
書
」
の
写
が
使
用

さ
れ
て
き
た
が
、『
戦
国
遺
文
房
総
編
』
に
お
い
て
、
よ
り
良
い
写
で
あ
る
「
宮
内
家
文
書
」
が
収
録
さ
れ
た
。
本
稿
で
も
「
宮
内
家
文
書
」
に
基
づ
い
て

検
討
す
る
。

（
11
）　

前
掲
註
（
６
）
黒
田
「
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
」。

（
12
）　

小
笠
原
長
和
「
幻
の
豪
族
海
上
氏
の
周
辺
」（『
海
上
町
史
』
総
集
編
、
海
上
町
役
場
、
一
九
九
〇
年
）。
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
「
沢
井
藤
兵
衛
家
文
書
」

の
写
に
拠
っ
て
い
る
。「
沢
井
藤
兵
衛
家
文
書
」
は
単
に
「
平
藤
五
郎
」
と
し
か
記
載
が
な
く
、
助
繁
と
い
う
実
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
13
）　
「
常
世
田
常
灯
寺
蔵
」『
戦
房
』
五
九
九
号
。
な
お
、
本
棟
札
に
つ
い
て
は
、
小
林
弘
美
・
植
野
英
夫
「
銚
子
市
・
常
灯
寺
薬
師
堂
の
沿
革
と
保
護
に
つ

い
て
」（『
千
葉
文
華
』
四
〇
、二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
。

（
14
）　

前
掲
註
（
６
）
黒
田
「
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
」。

（
15
）　

佐
藤
博
信
「
常
総
地
域
史
の
展
開
と
構
造
―
特
に
室
町
・
戦
国
期
を
中
心
に
―
」（
同
『
中
世
東
国
の
権
力
と
構
造
』、
校
倉
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
初

出
二
〇
一
〇
年
）。

（
16
）　
「
鹿
嶋
当
禰
宜
系
図
」『
海
上
町
史
』
史
料
編
Ⅰ
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世
（
海
上
町
役
場
、
一
九
八
五
年
）
四
二
七
頁
。
以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用

に
つ
い
て
は
、『
海
上
』
所
収
頁
と
略
記
す
る
。

（
17
）　

前
掲
註
（
６
）
黒
田
「
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
」。
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（
18
）　
「
根
本
寺
文
書
」『
戦
房
』
九
七
五
号
。

（
19
）　

根
本
寺
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
鹿
島
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
編
・
飛
田
英
世
執
筆
『
鹿
島
中
世
回
廊
―
古
文
書
に
た
ど
る
頼
朝
か
ら
家
康
へ
の

時
代
―
』（
財
団
法
人
鹿
島
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
一
九
九
二
年
）・
横
田
光
雄
「
戦
国
期
の
小
見
川
と
種
徳
寺
―
宗
教
と
経
済
活
動
分
離
の
一
側

面
―
」（『
千
葉
史
学
』
第
五
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
20
）　

前
掲
註
（
６
）
黒
田
「
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
」。

（
21
）　

千
野
原
靖
方
『
常
総
内
海
の
中
世
―
地
域
権
力
と
水
運
の
展
開
―
』（
崙
書
房
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
二
四
一
頁
。

（
22
）　

前
掲
註
（
４
）
外
山
論
文
。

（
23
）　

前
掲
註
（
４
）
外
山
論
文
。

（
24
）　
『
千
葉
縣
史
料
』
中
世
篇
諸
家
文
書
補
遺
（
千
葉
県
文
書
館
、
一
九
九
一
年
）
二
一
頁
。

（
25
）　
「
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
所
蔵
原
文
書
」『
戦
房
』
一
二
五
四
号
。
な
お
、
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
外
山
信
司
「
原
文
書
「
千
葉
胤
富
覚
書
」
に
つ
い
て
」

（『
戦
国
遺
文
房
総
編
』
第
二
巻
月
報
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
も
参
照
。

（
26
）　

写
真
は
『
千
葉
縣
史
料
』
中
世
篇
諸
家
文
書
補
遺
（
千
葉
県
文
書
館
、
一
九
九
一
年
）
二
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）　
「
田
中
玄
蕃
家
蔵
」『
海
上
』
三
〇
〇
頁
。

（
28
）　
『
海
上
』
三
〇
二
頁
に
多
宝
塔
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）　

千
野
原
靖
方
「
加
世
新
衛
門
」（
同
編
著
『
戦
国
房
総
人
名
辞
典
』、
崙
書
房
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
八
頁
）。

（
30
）　
「
宮
内
家
文
書
」『
戦
房
』
七
四
〇
号
。

（
31
）　

註
（
21
）
千
野
原
二
七
四
頁
で
は
、
宮
内
氏
の
名
字
の
地
を
海
上
郡
上
永
井
村
宮
内
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
と
、
飯
岡
氏
は
現
在

の
千
葉
県
旭
市
飯
岡
を
名
字
と
す
る
一
族
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
島
田
に
つ
い
て
も
銚
子
市
内
の
小
字
で
複
数
個
所
み
ら
れ
る
が
、
現
段
階

で
は
名
字
の
地
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。

（
32
）　
「
宮
内
家
文
書
」『
戦
房
』
五
九
二
号
。

（
33
）　

前
掲
註
（
８
）
佐
藤
論
文
、
滝
川
論
文
。

（
34
）　

千
葉
胤
富
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
端
的
に
整
理
を
し
て
い
る
外
山
信
司
「
千
葉
胤
富
」（
戦
国
人
名
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
戦

国
人
名
辞
典
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
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（
35
）　

前
掲
註
（
９
）
外
山
論
文
。
森
山
城
将
に
つ
い
て
も
同
論
文
参
照
。

（
36
）　

前
掲
註
（
６
）
黒
田
「
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
」
で
、
そ
の
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）　

前
掲
註
（
５
）
参
照
。

（
38
）　

前
掲
註
（
５
）
横
田
論
文
。

（
39
）　

例
え
ば
、
篠
崎
四
郎
編
著
『
銚
子
市
史
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
一
六
四
頁
～
一
八
四
頁
に
は
「
海
上
氏
と
円
福
寺
文
書
」
と
い
う
一
節
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

（
40
）　

寺
役
に
つ
い
て
は
、深
谷
幸
治
「
戦
国
期
地
域
寺
院
へ
の
諸
役
賦
課
と
そ
の
負
担
」（
藤
木
久
志
編
『
荘
園
と
村
を
歩
く
Ⅱ
』、校
倉
書
房
、二
〇
〇
四
年
）

に
詳
し
い
。

（
41
）　

千
野
原
靖
方
「
飯
沼
円
福
寺
と
海
上
氏
の
勢
力
範
囲
」（
同
『
千
葉
氏　

室
町
・
戦
国
編
』、
た
け
し
ま
出
版
、
一
九
九
七
年
）
で
は
、
香
取
文
書
に
お

け
る
「
借
馬
日
記
」（「
旧
案
主
家
文
書
」『
千
葉
縣
史
料
』
中
世
篇
香
取
文
書
、
千
葉
県
、
一
九
五
七
年
、
四
三
九
頁
）
を
根
拠
に
、「
寺
社
所
有
の
馬
を

主
に
領
内
田
畠
耕
作
の
た
め
に
作
人
へ
貸
し
出
す
こ
と
を
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
42
）　

盛
本
昌
広
「
房
総
に
お
け
る
商
人
・
職
人
の
活
躍
」（『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
中
世
、
第
三
編
第
四
章
第
四
節
、
千
葉
県
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
43
）　

前
掲
註
（
８
）
佐
藤
論
文
、
滝
川
論
文
な
ど
。

（
44
）　

前
掲
註
（
８
）
佐
藤
論
文
。

（
45
）　

前
掲
註
（
８
）
滝
川
論
文
。

（
46
）　

前
掲
註
（
８
）
滝
川
論
文
。

（
47
）　

前
掲
註
（
８
）
滝
川
論
文
。

（
48
）　

前
掲
註
（
８
）
佐
藤
論
文
、
滝
川
論
文

（
49
）　

前
掲
註
（
８
）
滝
川
論
文
。

（
50
）　

こ
の
よ
う
な
視
点
に
つ
い
て
は
、加
藤
哲
「
戦
国
大
名
と
神
社
―
一
宮
・
惣
社
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
史
学
研
究
集
録
』
三
号
、一
九
七
六
年
）・
今
泉
徹
「
戦

国
期
佐
竹
氏
の
権
力
確
立
と
鹿
島
神
宮
」（
二
木
謙
一
編
『
戦
国
織
田
豊
期
の
社
会
と
儀
礼
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
等
を
参
照
。

（
51
）　

拙
稿
「
戦
国
期
下
総
一
宮
香
取
社
を
め
ぐ
る
地
域
権
力
―
下
総
千
葉
氏
を
中
心
に
―
」（
佐
藤
博
信
編
『
中
世
房
総
と
東
国
社
会
』、
岩
田
書
院
、

二
〇
一
二
年
）。
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（
52
）　
「
鎌
倉
大
草
紙
」
文
明
十
一
年
七
月
五
日
条
。『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
中
世
５
（
県
外
文
書
２
・
記
録
典
籍
）（
千
葉
県
、
二
〇
〇
五
年
）
九
一
六
頁
。

（
53
）　

黒
田
基
樹
「
小
田
原
合
戦
と
房
総
」（
同
『
戦
国
の
房
総
と
北
条
氏
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。

（
54
）　
「
宮
内
安
左
衛
門
家
文
書
」『
海
上
』
四
八
六
～
四
八
七
頁
。

（
55
）　
『
角
川
地
名
大
辞
典　

千
葉
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
九
一
頁
「
飯
沼
（
銚
子
市
）」
な
ど
に
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
56
）　
「
恵
光
院
過
去
帳
」。『
戦
房
』
付
編
一
四
号
。

（
57
）　
（
年
未
詳
）
六
月
二
十
一
日
付
千
葉
利
胤
制
札
写
。「
香
取
神
宮
所
蔵
文
書
」『
戦
房
』
七
九
三
号
。
な
お
、
本
文
書
は
天
文
十
五
年
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
58
）　
「
海
上
年
代
記
」『
戦
房
』
付
編
一
三
号
。


